
奴
振
り

勇
ま
し
く
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　　町政スポット

■総合産業課 商工観光係  ☎６７－２１１３■政策推進課 定住・戦略推進係  ☎６７－２１１２

■政策推進課 定住・戦略推進係  ☎６７－２１１２

総合交流拠点施設の基本コンセプトが決定ますます便利に。デマンドタクシーの運行が拡充されます

山形直行バスも復路 2 便化に向け実証運行中です

9 月 10 月

期　間
９月１日（月）～
９月１２日（金）

１０月２０日（月）～
１０月３１日（金）

追加便

≪山交バス本社前発≫
午後７時３０分 午後４時３０分
≪太郎公民館着≫
午後８時５０分 午後５時５０分

　主に高齢者の生活の足として定着しているデマンドタクシーに
ついて、このほど和合・北部方面への限定運行や、期間限定の土
曜実証運行が行われます。ぜひご利用ください。

デマンドタクシー予約センター　☎６７－２１７３

　7 月に実施した利用者アン
ケートでの要望を受け、9 月と
10 月のそれぞれ 2 週間、朝日町
に向かう復路便を２便に増やし

ます。９月はこれまでより遅い便を、10 月はこれまでの便
より早い便をそれぞれ運行します。（現在運行している午後
６時 10 分山交バス本社前発の便は従来どおり運行）
　2 便化実施については実証運行の結果を受け判断するこ
ととしており、現段階で実施が決まっているわけではありま
せん。ご理解とご協力をお願いします。

■和合・北部方面への運行
→ 10 月１日から午前 11 時宮宿発の便限定

　民間バスが走る宮宿から同方面の区間については、
和合平や川通、大暮山、大沼、そして舟渡の一部の
地区を除き、これまで運行していませんでした。既存
のバスの利用を促進するためです。しかし、自宅から
目的地まで移動できるデマンドタクシーへの期待は大
きく、「町長と語ろう」など多くの場面で運行を希望
する声が上がっていました。
　今回の運行は関係機関との粘り強い協議によるも
のですが、時間帯は民間路線バスが運行していない
時間帯の１便のみとなります。ご了承ください。

■土曜実証運行
→ 10 月 25 日まで、西部地区限定

　「町長と語ろう」などで寄せられた声をもとに、試
験的に土曜日の運行を行います。

（１）期　間　９月６日から10 月 25 日まで
（２）実施便　西部地区
（３）時刻表　

順 上り（西部→宮宿） 下り（宮宿→西部）

1 番便 午前 8 時 00 分 午前　８時 45 分
2 番便 午前９時 00 分 午前 11 時 00 分
3 番便 ー 午後　０時 15 分

【山形直行バスの復路２便化に向けた実証運行】

「多様な機能と朝日町ならではの『もてなし』が
マッチングした町のシンボル拠点」

基　　本
コンセプト

Ｑ
．
営
業
日
、営
業
時
間
は
？

Ａ
．
基
本
的
に
年
中
無
休
で

す
。（
※
１
月
１
日
か
ら
３
日

は
休
業
）

　

営
業
時
間
は
、
夏
期
（
４

月
～
11
月
）
は
午
前
９
時
か

ら
午
後
６
時
、
冬
期
（
12
月

～
３
月
）
は
午
前
９
時
か
ら
午

後
５
時
と
な
り
ま
す
。
ト
イ

レ
、駐
車
場（
一
般
車
70
台
分
）、

情
報
コ
ー
ナ
ー
等
道
の
駅
の

機
能
は
24
時
間
開
放
し
ま
す
。

Ｑ
．ど
ん
な
商
品
が
並
ぶ
の
？

Ａ
．
町
内
産
の
農
畜
産
物
や

菓
子
等
特
産
品
、
農
産
加
工

品
、
工
芸
品
な
ど
で
す
。
生

産
者
等
と
の
委
託
契
約
に
よ

り
販
売
し
ま
す
。

　

出
店
者
に
よ
る
「
道
の
駅

運
営
協
議
会
（
仮
称
）」
を
組

織
化
し
、
果
樹
・
農
産
物
・

加
工
販
売
・
加
工
施
設
利
用

の
４
部
会
を
設
置
。
利
用
計

画
等
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
．
出
店
者
の
人
数
は
？
商

品
は
ど
れ
く
ら
い
？

Ａ
．
出
店
者
の
人
数
は
約

１
２
０
人
。
商
品
数
は
ま
だ

わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
選
ぶ
楽

し
さ
を
大
事
に
し
、
少
量
多

品
に
な
る
よ
う
努
め
て
い
き

ま
す
。

Ｑ
．
販
売
手
数
料
は
？

Ａ
．
冷
凍
、
冷
蔵
使
用
の
場

合
は
16
％ 

そ
れ
以
外
は
15
％

と
し
ま
す
。

Ｑ
．年
間
予
想
利
用
者
数
は
？

Ａ
．
約
７
万
５
０
０
０
人
を

見
込
ん
で
い
ま
す
。

Ｑ
．
町
観
光
協
会
は
現
在
の

場
所
か
ら
こ
の
施
設
に
移
転

す
る
の
？

Ａ
．
移
転
し
ま
せ
ん
。
た
だ

し
、
本
施
設
に
職
員
を
派
遣

し
、
円
滑
な
情
報
発
信
と
交

流
観
光
を
推
進
し
ま
す
。

　

今
後
は
施
設
の
名
称
募
集

を
行
う
予
定
で
す
。
詳
し
く

は
来
月
号
の
紙
面
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ

さ
い
。

　
来
年
秋
の
オ
ー
プ
ン
に
向
け
、
和
合
地
区
で
建
設
が
進
め
ら
れ
て
い
る
「
総
合
交
流
拠

点
施
設
」
に
つ
い
て
、
こ
の
ほ
ど
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。
オ
ー
プ
ン
ま

で
約
１
年
と
な
る
な
か
、
建
物
（
ハ
ー
ド
部
分
）
だ
け
で
な
く
、
運
営
（
ソ
フ
ト
部
分
）

に
関
し
て
も
着
々
と
準
備
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　
今
日
ま
で
決
ま
っ
た
部
分
な
ど
に
つ
い
て
、
Ｑ
＆
Ａ
方
式
で
紹
介
し
ま
す
。

※本格的な運行については、実証運行の結果を受けて
判断することとしています

※平日のみの運行となります

造成が進む建設予定地（奥の建物は産直和合）
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町制施行 60 周年を迎える今年度、広報誌では 60 年を 10 年ごとに区切り、各時代の出
来事を 6 回シリーズで振り返ります。第５回は平成６年から 15 年までの 10 年間です。　　町政スポット

６
月　
最
上
川
清
流
エ
コ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

１
月　
大
谷
小
大
沼
分
校
新
校
舎
完
成

６
月　
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
国
際
会
議
開
催

７
月　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
ふ
れ
あ
い
荘
」
完
成

９
月　
秋
葉
山
交
遊
館
完
成

３
月　
西
五
百
川
小
三
中
分
校
閉
校

３
月　
松
程
ト
ン
ネ
ル
完
成

３
月　
上
郷
小
杉
山
分
校
、
大
谷
小
川
通
分
校
閉
校

３
月　
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
設

７
月　
三
中
ト
ン
ネ
ル
完
成

３
月　
左
沢
高
校
朝
日
分
校
で
最
後
の
卒
業
式

11
月　
「
暖
日
橋
」
と
命
名
さ
れ
た
新
昭
和
橋
が
完
成

３
月　
大
谷
小
大
暮
山
分
校
、

　
　
　
西
五
百
川
小
大
舟
木
分
校
が
閉
校　

４
月　
朝
日
自
然
観
が
民
営
化
（
…
①
）

８
月　
「
椹
平
の
棚
田
（
能
中
）」
が
農
水
省
の

　
　
　
『
日
本
の
棚
田
百
選
』
に
選
定
（
…
②
）

10
月　
大
谷
小
学
校
新
校
舎
完
成

12
月　
ま
ち
づ
く
り
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

　
　
　
「
朝
日
町
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
協
会
」
発
足

４
月　
ワ
イ
ン
城
完
成

６
月　
朝
日
町
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
コ
ア
セ
ン
タ
ー

　
　
　
「
創
遊
館
」
が
完
成

３
月　
立
木
小
学
校
閉
校

８
月　
左
沢
高
校
朝
日
分
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
跡
地
に

　
　
　
「
オ
ー
ス
ト
リ
ッ
チ
展
示
圃
」
オ
ー
プ
ン
（
…
③
）

10
月　
あ
じ
ぴ
か
（
現
シ
ナ
ノ
ス
イ
ー
ト
）
初
出
荷

３
月　
水
本
小
学
校
閉
校

５
月　
市
町
村
合
併
調
査
研
究
会
立
ち
上
げ

３
月　
送
橋
小
学
校
、
上
郷
小
学
校
閉
校

７
月　
１
市
２
町
（
寒
河
江
・
西
川
・
朝
日
）
に
よ
る
任
意
合
併
協
議
会
発
足

６７８９101112131415 年

主
な
出
来
事

平成６年～ 15 年までの主な出来事
　
「
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
の
考
え

方
を
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
入
れ
る

　
「
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
と
は
、

１
９
７
０
年
代
に
フ
ラ
ン
ス
で
生
ま

れ
た
新
し
い
博
物
館
学
の
考
え
方
。

従
来
の
物
を
集
め
て
建
物
の
中
で

保
存
す
る
博
物
館
で
は
な
く
、
遺

産
や
文
化
財
、
自
然
物
を
そ
の
ま

ま
現
場
に
保
存
し
、
そ
れ
を
見
て
も

ら
お
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　
町
内
で
は
有
志
に
よ
っ
て
平
成
元

年
に
「
町
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
研
究

会
」
が
発
足
。
翌
年
３
月
に
策
定
さ

れ
た
第
３
次
町
総
合
発
展
計
画
で

は
基
本
理
念
に
「
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
」
の
文
言
が
入
り
、
こ
の
考
え
方

が
ま
ち
づ
く
り
の
中
に
取
り
込
ま
れ

ま
す
。
以
後
、
最
上
川
清
流
エ
コ
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

国
際
会
議
を
は
じ
め
、
平
成
８
年

以
降
は
「
大
隅
遺
跡
」「
大
谷
往
来
」

「
大
沼
浮
島
」「
旧
三
中
分
校
」を
テ
ー

マ
に
し
た
各
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
同
研

究
会
の
主
催
で
開
か
れ
、「
地
域
の

宝
」
に
光
を
当
て
る
活
動
が
盛
ん
に

行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ

の
活
動
は
今
に
続
い
て
い
ま
す
。

エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
核
施
設

「
創
遊
館
」
が
完
成

　
平
成
12
年
３
月
に
策
定
さ
れ
た

第
４
次
朝
日
町
総
合
発
展
計
画
で

も
町
は
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
考
え

方
を
引
き
続
き
取
り
入
れ
、
同
年

６
月
に
は
「
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」

の
「
コ
ア
セ
ン
タ
ー
（
核
施
設
）」
と

し
て
、創
遊
館
が
完
成
し
て
い
ま
す
。

　
町
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
研
究
会

は
11
年
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
移
行
し
、

体
制
を
強
化
。
創
遊
館
内
に
エ
コ

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ル
ー
ム
を
構
え
、
現

在
も
町
内
外
の
地
域
研
究
や
学
習

ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
ま
す
。

押
し
寄
せ
る
少
子
化
の
波

小
学
校
の
閉
校
が
相
次
ぐ

　
町
に
と
っ
て
最
大
の
課
題
と
言

え
る
の
が
人
口
減
少
。
こ
れ
が
小

学
校
の
閉
校
と
い
う
形
で
地
域
社

会
に
目
に
見
え
る
影
響
を
及
ぼ
し

始
め
た
の
は
こ
の
時
代
で
し
た
。

　

平
成
６
年
４
月
か
ら
の
10
年
間

で
、
三
中
、
杉
山
、
川
通
、
大
暮
山
、

大
舟
木
の
各
分
校
、
お
よ
び
立
木
、

水
本
、
送
橋
、
上
郷
の

４
本
校
が
閉
校
。
７
本

校
６
分
校
が
、
４
本
校

１
分
校
ま
で
統
合
さ
れ

ま
し
た
【
表
】。

　

平
成
20
年
３
月
に
は

和
合
小
、
21
年
３
月
に

は
大
沼
分
校
も
閉
校
。

以
後
宮
宿
、
西
五
百
川
、

大
谷
の
３
校
体
制
と
な

り
現
在
に
至って
い
ま
す
。

左
沢
高
校
朝
日
分
校
も
閉
校

　
こ
の
ほ
か
、
町
唯
一
の
高
校
だ
っ

た
左
沢
高
校
朝
日
分
校
も
平
成
10

年
３
月
を
も
っ
て
本
校
に
統
合
さ

れ
て
い
ま
す
。
各
校
と
も
に
多
く

の
卒
業
生
を
輩
出
し
た
地
域
の
シ

ン
ボ
ル
だ
け
に
、
閉
校
を
余
儀
な

く
さ
れ
た
地
域
の
人
々
の
心
に
は
、

大
き
な
喪
失
感
と
、
言
葉
に
で
き

な
い
や
る
せ
な
さ
が
残
り
ま
し
た
。

②初の町民栄誉賞を受賞した近藤洋子さん ①オープン間もない頃の自然
①オープン間もない頃の自然

広
報
誌
で
振
り
返
る
60
年
の
歩
み

６
年
～
15
年

平成

平成

第
５
回

平成

▶
③
…
２
０
０
１
年
（
平
成
13
年
）
９
月
号 ▲②…1999 年（平成 11年）８月号

▶
①
…
１
９
９
９
年
（
平
成
11
年
）
４
月
号

【表】この時期に閉校した各学校

祝・創遊館 竣工
2000 年（平成12 年）6 月号

左沢高校朝日分校で最後の卒業式
1998 年（平成10 年）３月号

▶任意合併協議会の解散を伝える2004 年（平成16 年）6 月号

閉校年 学校名 分校名 年数
平成８ 西五百川小 三中分校 121年

９ 上郷小 杉山分校 117 年
９ 大谷小 川通分校 95 年
11 西五百川小 大舟木分校 120 年
11 大谷小 大暮山分校 115 年
13 立木小 125 年
14 水本小 118 年
15 送橋小 127 年
15 上郷小 129 年
10 左沢高校 朝日分校 50 年

　1990 年代後半以降、国は全国の自
治体の市町村合併を推進し、平成 13 年
4 月には合併に有利な条件（合併特例
債等）を盛り込んだ「地方分権一括法」
を制定します。以後、当時の「市町村
合併特例法」が効力を失う平成 17 年 3
月まで、市町村数は以前の約 3,200 か
ら1,800 程度まで絞り込まれました。
　朝日町を含む西村山地方では、平成
15 年 7 月、寒河江市、西川町、朝日町
の 1市 2 町で任意の合併協議会が設立
され、様々な調査検討等を実施。翌年 3

月に町内全地区で座談会が開かれると、
「地理的、歴史的につながりの深い大江
町抜きでの枠組みでは、朝日町がほぼ飛
び地となり不自然」との意見が多く出さ
れました。同じ月に実施された住民アン
ケートでは反対 55.8％、賛成 28.1％と
いう結果となり、当時の町執行部は法定
協議会への移行を「時期尚早」と判断。
この結果、16 年 5 月 29 日に開かれた
協議会で会の解散が決まり、約 1年間に
わたる合併協議に終止符が打たれるとと
もに、自立の道を歩むことになりました。

反対 55.8％、賛成 28.1％　合併は白紙。自立の道を選択
～寒河江市・西川町・朝日町　任意合併協議会～



旧
暦
閏
年

活
気
づ
く
村
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８
２
０
石
の
村
で
10
万
石
級
の
大
名
行
列

　
現
在
、
約
40
世
帯
が
暮
ら
す
八
ツ
沼
地
区
。
こ

の
小
さ
な
集
落
で
、
な
ぜ
こ
う
し
た
豪
華
な
大
名

行
列
の
ま
つ
り
が
行
わ
れ
る
の
か
。
そ
の
き
っ
か
け

は
今
か
ら
２
０
０
年
以
上
前
に
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。

　

江
戸
時
代
の
寛
政
年
間
（
１
７
８
９
‐

１
８
０
１
）、
左
沢
「
百ど

目め

木き

」
地
区
の
最
上
川
に

あ
る
中
州
（
島
）、
百
目
木
河
原
で
は
、
漁
の
利
権

を
め
ぐ
っ
て
左
沢
町
（
庄
内
松
山
藩
左
沢
領
）
と

中
郷
村
（
幕
府
領 

柴
橋
代
官
所 

管
轄
）
と
の
領

地
争
い
が
激
し
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
頃
の
左
沢
や
、
大
谷
・
大
暮
山
・
大
沼
以
外

の
朝
日
町
域
は
庄
内
松
山
藩
の
飛
び
地
。
左
沢
の
代

官
所
で
こ
の
争
い
を
聞
い
た
夏
草
村
の
佐
竹
文
右
エ

門
は
、
寛
政
６
年
（
１
７
９
６
年
）、
藩
を
代
表
し

て
江
戸
幕
府
に
訴
訟
を
申
し
立
て
る
こ
と
に
な
り
、

春
日
神
社
に
願
を
か
け
て
江
戸
に
向
か
い
ま
す
。「
百

目
木
河
原
は
左
沢
領
分
で
あ
る
」。
幕
府
の
評
定
所

で
こ
う
主
張
し
奔
走
し
た
結
果
、
見
事
勝
訴
。
領
地

は
左
沢
領
分
と
決
ま
り
ま
し
た
。

　
喜
ん
だ
藩
主
は
文
右
エ
門
に
褒
美
を
与
え
よ
う

と
し
ま
し
た
が
、
彼
は
こ
れ
を
固
辞
。「
勝
っ
た
の

は
、
春
日
大
名
神
の
加
護
に
よ
る
も
の
」
と
し
て
、

「
神
社
に
大
名
行
列
を
奉
納
さ
せ
て
ほ
し
い
」
と
懇

願
し
ま
す
。
寛
政
11
年
（
１
７
９
９
年
）
に
こ
の

願
い
が
認
め
ら
れ
る
と
、
春
日
神
社
の
祭
礼
で
は

10
万
石
級
の
格
式
を
持
っ
た
行
列
が
村
を
練
り
歩

く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。（
※
当
時
の
記
録
に
よ
る

と
、
八
ツ
沼
村
の
石
高
は
８
２
０
石
）。

　
八
ツ
沼
地
区
の
鎮
守
、
春
日
神
社
の
祭
礼
が

８
月
15
日
、
に
ぎ
や
か
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
は
旧
暦
の
閏
年
に
当
た
り
、
こ
の
年
に
の

み
披
露
さ
れ
る
大
名
行
列
が
お
目
見
え
。
午
前

８
時
過
ぎ
、
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
の
「
角

田
流
八
ツ
沼
獅
子
踊
り
」
の
神
社
奉
納
で
ま
つ
り

が
始
ま
る
と
、
江
戸
時
代
の
参
勤
交
代
の
様
子
を

再
現
し
た
約
１
０
０
人
の
行
列
が
、
地
区
内
約
１

キ
ロ
を
２
時
間
か
け
て
練
り
歩
き
ま
し
た
。

　
今
年
の
ま
つ
り
は
町
制
施
行
60
周
年
を
記
念

し
、
特
別
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
用
意
。
上
杉
軍
と
最

上
軍
が
激
突
し
た
「
慶
長
出
羽
合
戦
（
１
６
０
０

年
）」
の
八
ツ
沼
城
攻
防
戦
に
ち
な
ん
で
「
森
重

流
砲
術
伝
承
会
（
永
井
正
之
代
表
）」
が
砲
術
演

武
を
披
露
し
ま
し
た
（
＝
左
）。
ま
た
、
昨
年
県

指
定
有
形
文
化
財
に
登
録
さ
れ
た
旧
三
中
分
校

の
特
別
公
開
も
行
わ
れ
、
ま
つ
り
に
見
ど
こ
ろ
を

加
え
ま
し
た
。

春
日
神
社

祭
礼
（
八
ツ
沼
）
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　町中央公民館主催による自然体験事業「わくわく体験教
室」が８月 23 日から１泊２日の日程で行われ、町内の小学
５～６年生７人が飛島でドキドキの自然体験をしました。
　釣竿の使い方に悪戦苦闘した海釣り、島一周をめざし
励まし合いながら歩いたトレッキング体験などで、いっそ
うたくましく成長した様子の子どもたち。参加した遠藤
亮祐くん（舟渡）は「磯遊びが特に楽しかったです。飛
島は山形県に一つだけの島。なかなか行く機会がない場
所なので、行くことができただけで勉強になりました」と
話していました。

8
23

海釣りや島一周トレッキングを楽しんだよ！

飛島で「わくわく体験教室」

赤ちゃんの誕生をお祝いするカタログギフト

　町では赤ちゃんが誕生した家庭に対し、町内の商店や企
業の商品を贈る「朝日町すこやか出産祝品支給事業」を 3
年前から実施しています。保護者は子どもの出生届の際、
食器、タオル、玩具、ケーキ、空気清浄器など 19 品目が
用意された商品カタログを町から受け取り、後日希望のも
のを申請。その後、４カ月検診のときに商品の引換券が贈
呈され、商品を受け取るという仕組みです。
　９月３日に子育て支援センターで行われた贈呈式には、
今年 4 月から 5 月に出生した子どもと家族 10 組が出席。
町長の代理を務めた町職員から引換券を受け取り、今後の
健やかな成長を願いました。

９
3 すこやか出産祝い品事業

　町観光協会が主催する SNS（ソーシャル・ネットワーキ
ング・サービス）の勉強会が９月４日、創遊館で開催され、
協会会員約 20 人が受講しました。
　講師はソーシャルメディア（インターネット上の情報）を
活用したコンサルタント業務や広告代理店業務などで幅広
く活躍する大宮孝治氏（山形市）。テーマは「誰も教えてく
れない SNS の得と罠」で、パスワードなどを定期的に変更
するなどセキュリティ対策の重要性を解説しました。その
ほかフェイスブックやツイッターによる情報発信のマーケ
ティング活用方法などの話に参加者は聞き入っていました。

９
４

パスワードやセキュリティの管理が大切

ＳＮＳの長所と短所を学ぶ
　ＮＨＫラジオの公開録音番組「民謡をたずねて」
の収録が 9 月 6 日創遊館で行われました。
　町制施行 60 周年事業として、町がＮＨＫに開
催を打診し実現したもの。河北町出身で山形県
きっての民謡歌手、大塚文雄（＝左）をはじめ、
若手女性歌手など６人が登場し、三味線や尺八、
おはやしの声に合わせて「最上川舟唄」や「南部
牛追い唄」などが披露されました。
　ステージは約１時間 30 分で、1回 25 分の番
組を３回分収録。司会者が「1日で 3 回分も楽し
める皆さんはとてもラッキーです」と語りかける
と、約 300 人が詰めかけた客席から大きな笑い
と拍手が起こっていました。

９
６

ＮＨＫラジオ公開録音番組

民謡をたずねて

放送予定は次の通りです。
▶期　日
　9 月 20 日（土）
　9 月 27 日（土）
▶時　間　
　午後 0 時 30 分～ 55 分
▶放 送 局
　ＮＨＫラジオ第一
　ＦＭ -ＮHＫ

　救急の日の 9 月 9 日、町非公式ＰＲキャラク
ターの桃色ウサヒが西村山広域行政事務組合の
消防署朝日分署で一日救急隊長を務めました。
　昭和 57 年に旧厚生省によって救急の日が定め
られて以来、この日には毎年全国各地で救急医
療や救急業務について理解を深める活動が行わ
れています。朝日分署におけるウサヒ隊長の活
動は、去年に続き 2 回目。今年は分署前で委嘱
状の交付を受けたあと、あさひ保育園や大谷小
学校に足を運び、AED を使った心肺蘇生の講習
会などをサポート。各種啓発活動に努めました。
　同組合消防本部の大泉一広署長は「救命救急
活動や応急手当ては、子どもの段階からの動機
づけが大切です。人気の桃色ウサヒさんと一緒
に学ぶことで、子どもたちにとって有意義な講
習会となったことでしょう」と話していました。

９
９

保育園や学校で救急活動をＰＲ

桃色ウサヒが
一日救急隊長に就任
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大
沼
に
来
て
５
カ
月
。
様
々
な
活

動
を
し
て
い
く
な
か
で
、
こ
の
ほ
ど

特
に
心
に
残
る
出
来
事
を
体
験
し
ま

し
た
。

　
そ
れ
は
地
区
内
の
道
路
整
備
で
す
。

７
月
の
あ
る
日
、「
間
も
な
く
道
路
整

備
す
っ
か
ら
。
数
日
間
よ
ろ
し
く
な
」

と
区
長
さ
ん
。「
素
人
の
自
分
が
道
路

整
備
？
」
―
―
。
聞
け
ば
、
区
民
の

皆
さ
ん
が
自
ら
の
手
で
道
路
を
舗
装

す
る
と
の
こ
と
。本
当
に
驚
き
ま
し
た
。

　
大
沼
区
で
は
去
年
、
一
部
の
区
道
約

１
５
０
ｍ
を
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
舗
装
し

ま
し
た
。
今
回
は
そ
の
続
き
で
距
離

は
50
ｍ
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
流
す
た
め

に
必
要
な
型
枠
を
設
置
す
る
下
準
備

か
ら
始
め
、
土
管
の
埋
設
も
行
い
ま

し
た
。

　
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打

設
の
当
日
は
も
の
す

ご
い
暑
さ
で
、
私
は

コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
流

し
た
所
の
型
枠
を
金

槌
で
叩
い
て
整
え
る

作
業
を
任
さ
れ
ま
し

た
。
区
民
の
皆
さ
ん

も
そ
れ
ぞ
れ
の
持
ち

場
、
持
ち
場
で
て
き

ぱ
き
作
業
し
、
そ
の
姿
は
ま
る
で
職
人

の
よ
う
。
ス
ム
ー
ズ
な
作
業
は
、
区

民
の
皆
さ
ん
の
ま
と
ま
り
が
あ
っ
て

こ
そ
の
も
の
で
す
。
慰
労
会
で
の
一

杯
は
最
高
で
、
自
分
自
身
の
中
で
印

象
に
残
る
出
来
事
に
な
り
ま
し
た
。

　
「
ど
う
し
て
こ
ん
な
重
労
働
を
わ
ざ

わ
ざ
真
夏
に
行
う
ん
だ
ろ
う
」
―
―
。

当
初
は
そ
ん
な
疑
問
を
抱
い
て
い
ま

し
た
が
、
朝
日
町
の
秋
は
米
や
り
ん

ご
な
ど
の
収
穫
期
。
少
し
考
え
る
と

そ
の
理
由
に
気
づ
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
そ
れ
に
秋
は
い
ろ
い
ろ
な
行
事

が
入
っ
て
き
ま
す
。

　

区
の
大
事
な
生
活
道
路
を
区
民
の

皆
さ
ん
自
ら
が
手
が
け
る
―
―
。
ま

さ
に
「
お
ら
が
村
の
道
路
は
お
ら
達

の
手
で
」
と
い
う
言
葉
が
ぴ
っ
た
り
な

出
来
事
と
感
じ
ま
し
た
。

桃色ウサヒの「中の人」こと、佐藤恒平町情報交流アドバ
イザーと町地域おこし協力隊、緑のふるさと協力隊員によ
る連載コーナー。日々の活動や朝日町での暮らしを語ります。

「おらが村の道路はおら達の手で」
緑のふるさと協力隊員　堀

ほ り

 口
ぐ ち

 隆
た か

 生
お

( 京都府出身）

「
ア
グ
リ
」   

相
澤 

り
ょ
う 

著

　
岡
崎
駿
は
山
形
県
に
暮
ら
す
高
校

２
年
生
。
郷
土
料
理
の
芋
煮
鍋
が
大

好
き
で
、
美
味
し
い
里
芋
を
育
て
た
い

と
農
業
科
に
進
学
す
る
。
授
業
と
実

習
に
追
わ
れ
て
ば
か
り
い
た
が
、
課
外

研
究
で
個
性
的
な
仲
間
た
ち
と
出
会

い
…
。
農
業
高
校
生
た
ち
の
青
春
グ

ラ
フ
ィ
テ
ィ
。
著
者
は
山
形
市
出
身
。

「
た
ん
ぽ
ぽ
の
目

 

～
村
岡
花
子
童
話
集
～ 

」

村
岡 

花
子 

文
／
高
畠 

那
生 

絵

　
面
白
く
て
、
愉
快
で
、
ち
ょ
っ
ぴ

り
し
ん
み
り
す
る
、
村
岡
花
子
珠
玉

の
童
話
集
。
表
題
作
を
は
じ
め
、「
み

み
ず
の
女
王
」「
ナ
ミ
ダ
さ
ん
」
な
ど

昭
和
の
子
ど
も
た
ち
に
親
し
ま
れ
た

童
話
の
名
作
全
26
篇
を
収
録
。

【
そ
の
他
の
新
刊
】

▼
遺
譜　
上
・
下
／
内
田
康
夫　
▼
昨

日
み
た
夢
／
宇
江
佐
真
理　
▼
怪
談

／
小
池
真
理
子　
▼
修
羅
走
る
関
ヶ

原
／
山
本
兼一　
▼
小
森
谷
く
ん
が
決

め
た
こ
と
／
中
村
航　
▼
弾
正
星
／

花
村
萬
月　
▼
す
え
ず
え
／
畠
中
恵

▼
メ
タ
モ
ル
フ
ォ
シ
ス
／
羽
田
圭
介

▼
疒
の
歌
／
西
村
賢
太　
▼
魔
法
使

い
と
刑
事
た
ち
の
夏
／
東
川
篤
哉

▼
滅
び
ゆ
く
ア
メ
リ
カ
／
ジ
ョ
ー
ジ
・

パ
ッ
カ
ー　
▼
さ
い
と
う
市
立
さ
い
と

う
高
校
野
球
部
２
／
あ
さ
の
あ
つ
こ

▼
闇
に
香
る
嘘
／
下
村
敦
史　
▼
天
に

星　
地
に
花
／
帚
木
蓬
生　
▼
平
蔵

狩
り
／
逢
坂
剛　
▼
四
人
組
が
い
た
。

／
高
村
薫　
▼
銀
翼
の
イ
カ
ロ
ス
／
池

井
戸
潤　
▼
や
っ
ぱ
り　
塩
レ
モ
ン
！

／
柴
田
真
希　
▼
面
倒
だ
か
ら　
し

よ
う
／
渡
辺
和
子　
▼
泣
い
た
の 

バ

レ
た
？
／
酒
井
順
子　
▼
愛
な
ん
て

嘘
／
白
石一文　
▼
仙
丹
の
契
り
（
僕

僕
先
生
８
）
／
仁
木
英
之　
▼
報
道

さ
れ
な
い
中
東
の
真
実
／
国
枝
昌
樹

▼
大
・
大
往
生
／
鎌
田
實　
　

  

ほ
か

町
立
図
書
館
新
刊
案
内

【ブックテーマコーナー】
特集「敬老の日　読書のすすめ

～心ゆたかに生涯読書～」

８月、区民の皆さんと一緒に舗装した区道 阿部 由良くん（県立左沢高３年／緑町）、大野 梓 さん（東海大山形高３年／小原）

▼
塾
に
参
加
し
た
感
想
は
？

阿
部　

各
界
を
代
表
す
る
人

た
ち
の
話
は
刺
激
的
で
、
よ

そ
見
を
す
る
暇
も
な
い
く
ら

い
濃
い
内
容
で
し
た
。
す
ご

く
充
実
し
て
い
て
、
常
に
前

向
き
な
考
え
方
が
身
に
つ
い

た
と
思
い
ま
す
。

大
野　
「
山
形
の
空
気
だ
け
で

は
な
く
、
世
界
の
空
気
の
流

れ
を
読
む
こ
と
」
―
―
。
広

い
世
界
を
見
据
え
て
い
く
こ

と
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

周
り
の
参
加
者
は
み
ん
な
高

校
生
と
は
思
え
な
い
く
ら
い

発
言
や
考
え
方
が
し
っ
か
り

し
て
い
て
、
と
て
も
刺
激
を
受

け
ま
し
た
。

　

今
ま
で
周
囲
に
流
さ
れ
が

ち
だ
っ
た
自
分
。
こ
の
塾
を
通

し
て
、
自
分
の
意
見
を
持
ち
、

主
張
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を

学
び
ま
し
た
。

▼
町
が
も
っ
と
元
気
に
な
る

に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
？

阿
部　

私
た
ち
の
よ
う
な
高

校
生
や
若
者
が
お
祭
り
や
伝

統
行
事
を
含
め
た
様
々
な
イ

ベ
ン
ト
に
参
加
し
、
も
っ
と
盛

り
上
げ
る
こ
と
が
で
き
た
ら

い
い
な
と
思
い
ま
す
。

大
野　

今
回
の
よ
う
に
、
学

べ
る
場
や
機
会
が
あ
れ
ば
ど

ん
ど
ん
若
い
人
を
送
り
出
し

て
ほ
し
い
で
す
。
そ
う
し
て
勉

強
し
た
人
た
ち
は
、
き
っ
と
そ

の
経
験
を
仲
間
と
共
有
し
町

を
良
く
し
た
い
、
貢
献
し
た
い

と
思
う
は
ず
で
す
。
現
に
今

の
私
が
そ
う
い
う
想
い
で
い
っ

ぱ
い
で
す
。

▼
今
回
の
経
験
を
踏
ま
え
、

今
後
の
決
意
を
。

阿
部　

夢
は
行
政
関
係
の
仕

事
に
就
く
こ
と
。
で
も
今
は
と

に
か
く
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
挑

戦
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　

目
標
を
決
め
れ
ば
体
は
勝

手
に
動
い
て
い
く
も
の
。
自

分
で
や
れ
る
こ
と
は
ま
ず
や
っ

て
み
る
こ
と
が
大
事
。
そ
れ
で

失
敗
し
た
と
し
て
も
、
そ
の

経
験
は
必
ず
自
分
の
財
産
に

な
り
ま
す
か
ら
。

大
野　

私
の
夢
は
航
空
会
社

の
グ
ラ
ン
ド
ス
タ
ッ
フ
に
な

る
こ
と
で
す
。
つ
ら
い
こ
と
が

あ
っ
て
も
一
緒
に
学
ん
だ
仲
間

の
こ
と
を
思
い
出
し
、
み
ん
な

ラ
イ
バ
ル
な
ん
だ
と
い
う
気

持
ち
で
自
分
を
奮
い
立
た
せ

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
国
内
外
で
活
躍
す
る
志
高
き
リ
ー
ダ
ー
の
養
成
を
目
的
と
し
て
日
本
経
団
連
が
開
い

て
い
る
「
高
校
生
の
た
め
の
日
本
の
次
世
代
リ
ー
ダ
ー
養
成
塾
」
に
町
は
今
年
、
２
人

の
高
校
生
を
派
遣
し
ま
し
た
。
将
来
を
担
う
人
材
育
成
事
業
の一環
で
、
参
加
費
の
約

５
割
を
町
が
負
担
し
て
い
ま
す
。

　
塾
は
７
月
25
日
か
ら
８
月
７
日
ま
で
２
週
間
福
岡
県
宗
像
市
で
行
わ
れ
、
政
治
経
済
、

地
方
自
治
、国
際
交
流
、文
化
ス
ポ
ー
ツ
等
、各
界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
講
師
25
人
が
講
義
。

そ
の
ほ
か
講
師
と
の
対
話
や
、
参
加
者
同
士
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
通
じ
、
参
加
者
は

将
来
の
活
躍
に
つ
な
が
る
経
験
と
広
い
視
野
を
身
に
つ
け
ま
し
た
。

　
参
加
総
数
１
７
０
人
の
う
ち
、
山
形
県
内
か
ら
の
参
加
者
は
朝
日
町
の
２
人
の
み
。

活
動
を
終
え
た
２
人
は
８
月
20
日
町
長
室
を
訪
問
し
、
２
週
間
を
振
り
返
り
ま
し
た
。

「日本の次世代リーダー養成塾」に参加

【日本の次世代リーダー養成塾 今年度の主な講師】…明石康（元国連事務次長）、麻生渡（元福岡県知事、全国知事会会長）、川勝
平太（静岡県知事）、滝久雄（株式会社ぐるなび代表取締役会長・創業者）、達増拓也（岩手県知事）、田中均（元外務省アジア大洋
州局長、外務審議官、現日本総研国際戦略研究所理事長）、沈壽官（薩摩焼十五代）、中澤きみこ（ヴァイオリニスト）、マハティール・
モハメド（元マレーシア首相）、山下泰裕（オリンピック柔道金メダリスト、東海大理事）、李鳳宇（映画プロデューサー）　　ほか

高校生の
ための

14
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「ブランド化」といっても難しく考える必要はありません。

こう捉えるだけでも、今より会社・お店・商品・サービスを研ぎ澄ますことができます。

それは、「すべてを女性に喜んでもらえるようにする」という発想です。

「先進国における購買意思決定の８割は女性によるもの」という研究があります。

つまり、世の中の買い物の 80％には、女性が直接・間接問わず関わっているということ。

たしかに自動車の購入ひとつとっても、奥さまの意見が大きく影響していますよね。

これは買い物だけにとどまりません。利用する施設や旅行先、またそこでの行動も含まれます。

観光地で見かけるカップルも、女性がガイドブック片手に行先を決めているでしょう？

ということは、商品の梱包や陳列、サービスの説明も、すべて女性を意識しないといけません。

女性が「これがいいんじゃない」とならない商品は、購入の選択肢から外されてしまいます。

これに関連して、ホームページやチラシ等の文言の“文字数”にも注意が必要です。

ある研究では、「女性は 600 文字以上書かれているものを読まない」とされています。

ならば、ここはイラスト・写真・見出しを使い、ひとつの文を 600 字以下にしないといけません。

いずれにせよ「女性への配慮」は「ブランド化」。商売を研ぎ澄ますためには有効な考え方です。

　会社や商店、飲食店や農家の皆さん、ブランド化で売り上げや
利益アップを目指しませんか。村尾氏が役場政策推進課内で各種
ご相談をお受けします。相談料はもちろん無料で何度でもＯＫ。
事前予約は不要ですが、日時を指定したい場合はあらかじめ申込
みください。この先1カ月の開催は右の通りです。

▶申込み・問合せ先　政策推進課　☎６７－２１１２

ブランドづくり相談会

シンプルに、「女性に喜んで

もらえるようにする」と考える！

第５回

日 月 火 水 木 金 土
9/14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30 10/1 １ ２ ３
４ ５ ６ ７ ８ ９ 10
11 12 13 14 15 16 17

連載：あさひまちファンを全国につくっていこう！
　by　 朝日町ブランド化推進プロデューサー　村尾隆介

会社やお店、農家等のための

ブランド大学には町外・県外からもたくさんの参
加者が。こちらは岩手からのグループ (8 月12日）

　
み
な
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
保

健
師
の
児
玉
で
す
。
今
年
度
の

新
採
職
員
で
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
虫
の
音
が
本
格
的
な
秋
を
告

げ
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
朝

夕
に
は
肌
寒
さ
も
覚
え
る
今
、

体
調
管
理
に
は
気
を
つ
け
た
い

も
の
で
す
。

　
さ
て
、
今
月
は
介
護
予
防
の

た
め
の
「
ぴ
ん
し
ゃ
ん
教
室
」

の
ご
紹
介
で
す
。
こ
の
教
室
は

足
腰
が
悪
い
方
の
た
め
の
運
動

教
室
で
、
平
成
18
年
度
に
ス

タ
ー
ト
し
、
今
年
で
９
年
目
を

迎
え
ま
し
た
。
現
在
は
ふ
れ
あ

い
荘
の
協
力
を
得
て
、年
２
コ
ー

ス
（
１
コ
ー
ス
12
回
）
実
施
し

て
い
ま
す
。
送
迎
・
昼
食
付
き

と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
毎
回

大
人
気
な
ん
で
す
。

　
教
室
で
は
ふ
れ
あ
い
荘
の
介

護
予
防
運
動
指
導
員
の
先
生
方

が
毎
回
わ
か
り
や
す
く
、
楽
し

み
な
が
ら
運
動
で
き
る
よ
う
指

導
し
ま
す
。
教
室
終
了
時
に
は
、

な
ん
と
ほ
と
ん
ど
の
参
加
者
に

体
力
の
向
上
が
見
ら
れ
て
い
ま

す
。
す
ご
い
効
果
で
す
。

　
運
動
だ
け
で
は
な
く
、
缶
釣

り
ゲ
ー
ム
や
百
マ
ス
計
算
な
ど

の
楽
し
い
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

や
、
栄
養
士
に
よ
る
栄
養
指
導
、

歯
科
衛
生
士
さ
ん
に
よ
る
口
腔

ケ
ア
指
導
な
ど
、
よ
り
元
気
に

過
ご
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
お

話
も
あ
り
ま
す
。

　
町
で
は
高
齢
者
を
対
象
と
し

た
様
々
な
介
護
予
防
事
業

を
展
開
し
て
い
ま
す
。
各

地
区
の
公
民
館
等
で
開
催

す
る
こ
と
も
可
能
で
す
の

で
、
ご
要
望
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

▼
相
談
・
問
合
せ
先

健
康
福
祉
課 

健
康
推
進
係

☎
67-

２
１
１
６

今月の担当… 児玉 晴枝 保健師

ふれあい荘で行われている「ぴんしゃん教室」

ほとんどの参加者の体力が向上！

効果抜群！「ぴんしゃん教室」

朝
日
町

探訪化財文
あさひまちおたからたんぼう

注）　　　 →終日　　    →午前のみ　　    →午後のみ

→ ブランド大学開講日

天文年間（1532～1555）、八ツ沼城主の原
はら

甲
か

斐
い

守
のかみ

忠
ただ

重
しげ

が家臣に命じて、
都から角田という楽士を招いて習わせたのが始まりとされています。構
成は踊り手の３人に、太鼓３人の６人。現在は旧暦閏年の８月15日、春
日沼のほとりに鎮座している春日神社のお祭りで、大名行列や大獅子と
一緒に地区内を巡行しています。　　　　　※楽士…音楽を演奏する人

角田流獅子踊（八ツ沼）第４回

（民俗芸能／平成３年指定）県指定無形民俗文化財

　「閏年」っていうと、ボクは（夏の）オリンピックがある年
をイメージするんだけど、「旧暦」っていうのが難しい…。現
に今年は大名行列があったけど、オリンピックの年じゃない
し…。必ずしも 4 年に1回ではないところが興味深いね。

※18-19 ページの組み写真にボクがいるよ。探せるかな？

大名行列が練り歩くのは「旧暦」の閏年
ウサヒの眼



27　                              2014.9 2014.9                              　26

８月１日～８月 31日届出

保護者名性別
すこやかに

区　名 出生児氏名

太郎二　　長　岡　瑚
こ

　夏
なつ

　　女　　佳之・　香　
長　沼　　松　田　六

りっ
　花

か
　　女　　和法・　恵　

舟　渡　　五十嵐　千
ち

　景
かげ

　　男　　康倫・美里
松　程　　阿　部　美

み
　昊

そら
　　女　　竜明・由理香

立　木　　阿　部　和
わ

　奏
かな

　　女　　正樹・郁実

Births

人口と世帯数Population
●平成２6年　８月３1日 現在

（※外国人を含む）

　人　口 ７，６１０ 人 (－   １)
　　　男 ３，７６０ 人 (±   ０)

　　女 ３，８５０ 人 (－   １)
　世帯数 ２，４９２ 世帯 (±   ０)

------ ８月中の異動 ------
出生 　  ５人 　 転入 　８人
死亡　 　８人    転出 　６人

※（　）内は先月比

区　名 死亡者氏名

宇津野　　　渡　邉　好　子　　　智　晴
川　通　　　齋　藤　よし子　　　本　人
大　滝　　　柴　田　勇　一　　　き　み
大谷五　　　長　岡　きよゑ　　　本　人
大　町　　　菊　地　ちよゑ　　　千代子
常　盤　　　白　田　ツユ子　　　孝　一
八ツ沼　　　佐　竹　はるの　　　正　行
西船渡　　　鈴　木　　だゑ　　　本　人

やすらかにObituaries
世帯主名

掲載を希望しない場合は

届け出の際にお申し付けください

細　谷　和　徳
（宇津野）

伊　藤　絵里子
（天童市）

おしあわせにMarriages

　
こ
ん
に
ち
は
。
七
ヶ
浜
町
に
派

遣
さ
れ
て
い
る
佐
竹
佑
斗
で
す
。

今
回
は
七
ヶ
浜
の
毎
月
恒
例
の
朝

市
「
七
の
市
」
に
つ
い
て
紹
介
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
七
の
市
と
は
、
地
産
地
消
を
進

め
よ
う
と
、
地
元
商
工
会
、
漁
協
、

農
協
が
協
力
し
て
平
成
15
年
に
始

ま
っ
た
朝
市
で
、
毎
月
末
の
日
曜

日
に
開
か
れ
て
い
ま
す
。
震
災
時

は
一
時
的
に
中
止
と
な
り
ま
し
た

が
、
24
年
４
月
か
ら
仮
設
商
店
街

で
再
開
さ
れ
、
去
年
４
月
以
降
は

会
場
が
役
場
前
に
移
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
は
10
店
ほ
ど
が
軒
を
連
ね
、

新
鮮
な
魚
介
類
・
朝
採
り
野
菜
・

食
品
等
を
求
め
る
多
く
の
お
客
さ

ま
で
賑
わ
っ
て
い
ま
す
。
朝
日
町
も

産
業
創
造
機
構
を
中
心
に
去
年
の

７
月
か
ら
出
店
を
始
め
、
り
ん
ご

な
ど
の
果
物
や
ロ
イ
フ
ェ
ン
さ
ん
の

ハ
ム
、
ベ
ー
コ
ン
、
そ
れ
に
農
家
が

手
が
け
る
味
噌
や
農
産
物
の
加
工

品
な
ど
を
販
売
し
て
い
ま
す
。

　
私
も
４
月
か
ら
売
り
子
を
し
て

い
ま
す
が
、「
今
日
は
り
ん
ご
な
い

の
？
」
と
か
「
朝
日
町
の
味
噌
っ
て

ホ
ン
ト
美
味
し
い
の
よ
ね
」等
様
々

な
リ
ク
エ
ス
ト
や
お
褒
め
の
お
言

葉
を
い
た
だ
き
ま
す
。
先
月
の
朝

日
町
の
目
玉
は
桃
。
コ
ン
テ
ナ
５

個
ほ
ど
が
30
分
で
売
り
切
れ
る
ほ

ど
の
盛
況
ぶ
り
で
し
た
。

　
ま
も
な
く
り
ん
ご
の
季
節
。
こ

れ
ま
で
以
上
に
モ
ノ
の
交
流
も
広

が
っ
て
い
き
そ
う
で
す
。

派遣職員佐竹主事の

「七ヶ浜通信」
その③

「
七
の
市
」で

さ
ら
に
広
が
る

モ
ノ
の
交
流

　
今
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
「
朝
日

町
総
合
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
」
の
途
中
経
過

と
今
後
の
計
画
を
お
知
ら
せ
す
る「
ザ・

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
が
８
月
７
日
、

創
遊
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
成
果
に
こ
だ
わ
り
、
活
動
の
進
捗

状
況
は
ど
ん
ど
ん
発
信
し
て
い
く
」
―

―
。
町
と
村
尾
隆
介
町
ブ
ラ
ン
ド
化

推
進
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
は
今
年
４
月
、

ブ
ラ
ン
ド
化
を
進
め
る
に
あ
た
り
、
町

民
の
皆
さ
ん
に
こ
う
約
束
し
て
い
ま

す
。
本
事
業
は
４
月
の
キ
ッ
ク
オ
フ
講

演
以
降
の
３
カ
月
間
で
見
え
た
ブ
ラ
ン

ド
化
の
効
果
や
変
化
、
今
後
の
プ
ラ
ン

を
鈴
木
町
長
と
村
尾
氏
に
よ
る
対
談

形
式
で
お
伝
え
す
る
も
の
で
す
。

　

報
告
会
で
は
、
は
じ
め
に
村
尾
氏

が
ブ
ラ
ン
ド
大
学
の
盛
況
ぶ
り
や
テ
レ

ビ
、
新
聞
等
メ
デ
ィ
ア
掲
載
の
飛
躍
的

な
増
加
で
町
の
注
目
度
が
高
ま
っ
て
い

る
こ
と
を
報
告
し
、
そ
の
後
、
今
後
の

方
向
性
に
つ
い
て
町
長
と
対
談
。「
こ

の
３
カ
月
は
町
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン（
や

る
気
）
を
上
げ
る
こ
と
に
全
力
を
注
い

だ
。
今
後
は
町
役
場
と
職
員
の
ブ
ラ
ン

ド
化
、
そ
し
て
全
国
が
驚
く
売
り
物
づ

く
り
に
取
り
組
む
」
と
宣
言
し
、
次
な

る
ス
テ
ー
ジ
へ
の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
を

２
人
で
誓
い
合
い
ま
し
た
。

　

町
は
今
後
こ
う
し
た
報
告
会
を
３

カ
月
毎
に
開
催
し
て
い
く
予
定
で
す
。

ブ
ラ
ン
ド
大
学
は
ま
だ
ま
だ
継
続
！

　
会
社
や
お
店
、
そ
し
て
個
人
の
ブ
ラ

ン
ド
づ
く
り
を
学
ぶ
月
２
回
の
シ
リ
ー

ズ
セ
ミ
ナ
ー
「
あ
さ
ひ
ま
ち
ブ
ラ
ン
ド

大
学
」
は
10
月
以
降
も
続
き
ま
す
。

　

講
師
陣
や
講
義
内
容
を
ま
と
め
た

チ
ラ
シ
は
10
月
１
日
に
お
配
り
す
る
予

定
で
す
。
お
楽
し
み
に
。

▼
問
合
せ
先　

　
政
策
推
進
課 

地
域
情
報
係

☎
67-

２
１
１
２

ブランド戦略事業の経過と今後について意見を交わす
鈴木町長と村尾隆介町ブランド化推進プロデューサー

ブランド戦略の途中経過報告会

「ザ・タウンミーティング」

　県が運航するドクターヘリの離着陸場（ランデブー
ポイント）が８月12日、創遊館の南側に完成しました。
25 ｍ四方のアスファルト舗装中央にはヘリコプター
の着陸ポイントを示す「Ｈ」が描かれています。事業
費は約 1,000 万円。急病で命を救うカギとなるのは
一刻も早い救急処置。町は今後もドクターヘリを利
用した救命活動を支援していきます。

創遊館南側に、ドクターヘリの離着陸場

毎月末の日曜日、役場前で行われている七の市



　

特
集
で
紹
介
し
た
国
産
ワ
イ
ン
コ
ン

ク
ー
ル
の
表
彰
式
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
当

日
会
場
に
集
ま
っ
た
の
は
、
全
国
の
ワ
イ
ナ

リ
ー
や
業
界
関
係
者
な
ど
約
１
０
０
０
人
。

そ
の
中
に
あ
っ
て
、
２
年
連
続
金
賞
や
部
門

最
高
賞
を
受
賞
し
た
朝
日
町
ワ
イ
ン
へ
の

注
目
度
は
ひ
と
き
わ
高
い
様
子
で
、
式
後

の
公
開
テ
イ
ス
テ
ィ
ン
グ
で
は
お
客
さ
ま
が

絶
え
間
な
く
ブ
ー
ス
を
訪
れ
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
、
山
梨
へ
の
移
動
は
朝
日
町
ワ
イ

ン
の
皆
さ
ん
の
車
に
同
乗
さ
せ
て
も
ら
い
ま

し
た
。
午
前
７
時
半
に
朝
日
町
を
出
発
し

た
あ
と
、
途
中
新
潟
県
内
の
ワ
イ
ナ
リ
ー

２
社
を
視
察
し
ま
し
た
が
、
そ
こ
で
感
じ
た

の
が
醸
造
ス
タ
ッ
フ
の
強
い
探
究
心
。
両
ワ

イ
ナ
リ
ー
で
も
、
担
当
者
を
こ
れ
で
も
か
と

い
う
ほ
ど
の
質
問
攻
め
に
し
、
熱
心
に
メ
モ

を
と
っ
て
い
ま
し
た
。
甲
府
到
着
は
予
定
を

約
３
時
間
オ
ー
バ
ー
し
た
午
後
８
時
。
12

時
間
以
上
の
移
動
と
な
り
ま
し
た
が
、
そ

の
後
夕
食
の
席
で
も
ワ
イ
ン
造
り
の
議
論

が
続
い
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
快
挙
は
最
上
級
の
ブ
ド
ウ
を
提

供
し
て
く
れ
た
生
産
者
、
そ
し
て
醸
造
家

た
ち
の
こ
う
し
た
熱
意
と
努
力
の
結
晶
だ

と
あ
ら
た
め
て
感
じ
た
と
こ
ろ
で
す
。

佐
久
間　
淳

春夏秋冬
編集後記

快挙の裏側に
熱意と努力あり

夏の終わりは

大谷の風祭りで

　

朝
日
町
の
夏
に
終
わ
り
を

告
げ
る
風
物
詩
、
大
谷
風
神

祭
が
８
月
31
日
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
今
年
は
町
制
施
行
60
周

年
を
記
念
し
た
特
大
花
火
の
打

上
が
あ
っ
た
ほ
か
、
開
催
が
日

曜
日
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
例

年
以
上
の
に
ぎ
わ
い
で
し
た
。

　

道
路
を
埋
め
つ
く
す
人
波

の
中
に
あ
っ
た
「
大
谷
風
神
祭

の
旅 

御
一
行
様
」
と
い
う
田

楽
提
灯
。
そ
れ
は
、
町
観
光

協
会
が
主
催
し
た
風
神
祭
ツ

ア
ー
参
加
者
の
一
行
で
し
た
。

　
「
ツ
ア
ー
と
し
て
は
今
回
で

３
度
目
で
す
が
、
町
制
施
行
60

周
年
の
今
年
は
企
画
に
厚
み
を

加
え
ま
し
た
」
―
―
。
こ
う
語

る
の
は
町
観
光
協
会
の
奥
村
隆

一
事
務
局
長
。「
来
町
の
時
間

帯
を
午
後
か
ら
午
前
中
に
変

更
し
、
お
客
さ
ま
に
よ

り
多
く
の
時
間
を
過

ご
し
て
い
た
だ
く
行

程
に
改
め
ま
し
た
」。

　
ツ
ア
ー
は
仙
台
圏

を
対
象
に
企
画
さ
れ
、

七
ヶ
浜
町
の
12
人
を
含
む

計
33
人
が
参
加
。
一
日
目
は

空
気
神
社
や
大
沼
の
浮
島
、

椹
平
の
棚
田
な
ど
を
巡
っ
た

あ
と
、
風
神
祭
を
観
覧
。
二

日
目
に
は
産
直
和
合
や
ワ
イ

ン
城
で
町
の
農
産
物
や
物
産

品
を
求
め
、
二
日
間
を
終
え

ま
し
た
。

　
「
風
神
祭
は
も
ち
ろ
ん
、

町
の
各
地
の
景
観
や
現
地
の

方
々
の
お
も
て
な
し
が
素
晴

ら
し
か
っ
た
」
―
―
。
終
了

後
、
参
加
者
か
ら
寄
せ
ら
れ

た
感
想
は
満
足
感
た
っ
ぷ
り

の
も
の
ば
か
り
。
奥
村
事
務

局
長
は
「
こ
う
し
て
沢
山
の

参
加
者
に
恵
ま
れ
た
の
も
、

町
の
観
光
資
源
、
そ
れ
を

守
り
伝
え
る
住
民
の
方
々
の

協
力
が
あ
っ
て
の
も
の
だ
と

感
謝
し
て
い
ま
す
」
と
振
り

返
り
、「
次
回
は
食
事
の

タ
イ
ミ
ン
グ
や
参
加

の
年
齢
層
に
配
慮

し
た
観
光
内
容

を
検
討
し
た
い
」

と
、
来
年
へ
の
意

気
込
み
を
見
せ
て

い
ま
し
た
。

風神祭をメインにしたツアーが好評


